










































体40パー セ ントから50パー セ ントが何らか
の形で対応をしていると言われています。日

























































































































































































































































































































えて しまったわけです。つまり34パー セ ン
トの誤 りがあったわけです。逆に、Kと い





















　それか らもう一つは、今 日、「選択 と集
中」という言葉が盛んに使われているわけで
す。戦略経営の時代ですから、多様なセグメ
ント、例えば、製品とか顧客 ・市場、部門、
あるいは事業、それからSBU(戦略的な事
業単位)、そういうセグメントごとに収益性
を分析 し、戦略的な意思決定をしてい くとい
う必要性が増大 しているわけです。そういう
状況の中で、課題 としては、ABC手法を
使って、セグメントにコス トを適切に配賦す
るというセグメント会計の推進が、非常に重
要であろうと考えられます。
　 さらに、ABCと関連してABM、 これは
コス ト計算の問題ではなく、マネージメント
の問題、Activity　Based　Managementが
あるわけです。従来、本社とか、間接部門の
コス ト管理とは、ほとんど有効な管理手段を
持たなかったのです。そのため、ブラック
ボックス化していく、どんどん肥大化してい
くということがあったわけです。ABCは、
活動別にコス トを捉えるわけですから、それ
を使って問接部門のコスト・マネージメントに
役立てるということが、その考え方なのです。
　例えば購買部門の活動にコス トがどれだけ
かかっているかは、コス トドライバー、すな
わち活動量を測定するドライバーによって把
握可能で、請求書1枚 当た り1,000円かかる
とか、発注1回 ごとに2,000F9かかるとかと
いうことがわかるわけです。これはABCの
特徴です。この情報を使 うわけです。例え
ば、活動ごとに過年度のコス トが把握されれ
ば、今年度の目標コス トを活動ごとに置くこ
とができるわけです。それを実際集計 してみ
ると、どれだけ目標を達成したか、達成でき
なかったかということがわかってくるわけで
す。つまりABCというコス ト計算のツール
を使って、間接部門の効率化が可能になると
いうことです。
　大体ご理解いただけたと思いますので、本
論であ りますッカモ ト・グループへのABC
の導入事例に移 ります。ツカモ トコーポレー
ションは、ホールディングカンパニーで、各
分社で本来行 う業務を一括集中処理してお
り、本論は、そのコス トをどう適正に各分社
に割り振ってい くかという問題です。このた
び、この問題をツカモ トコーポレーションが
取 り上げていただき、ABCの導入に挑戦し
たわけです。また、ABCの導入 によって
ABM、すなわち、ツカモ トコーポレーショ
ンというホールディングカンパニーの間接活
動の効率化を実施することが可能になってく
るわけで、これからやっていただけるものと
期待してお ります。
　この後、ッカモ トコーポレーションの経営
企画本部の部長である荒木さんに具体的な苦
労話を含めて、ご報告をしていただきたいと
思います。どうもご清聴、ありがとうござい
ました。
